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今月の納税

固定資産視（第4期）

納期11月30日

　
今
月
の
こ
よ
み

▽
郵
便
の
あ
て
名
を
正
し
く
書
く

運
動
（
十
一
月
中
）

▽
公
明
選
挙
強
調
期
間
（
十
九
日

ま
で
）

▽
手
足
の
不
自
由
な
子
供
を
育
て

　
る
運
動
（
十
二
月
十
日
ま
で
）

▽
消
費
看
登
録
変
更
日
（
十
六
、

七
日
）

▽
十
七
日
　
第
十
回
新
潟
県
勤
労

　者

美
術
総
合
展
（
二
十
日
迄
）

▽
十
九
日
　
産
米
批
判
会
（
大
阪
）

▽
二
十
一
日
　
寄
生
虫
予
防
運
動

　
（
三
十
日
ま
で
）
水
田
研
修
会

　
（
三
十
日
ま
で
）

▽
二
十
二
臼
身
体
暉
害
者
福
祉
法

　
施
行
十
周
年
記
念
新
潟
県
大
会

　
（
新
・
潟
）

▽
二
十
三
d
　
勤
労
感
謝
の
日

▽
二
十
五
出
県
産
う
ま
い
も
の
展

　
（
二
十
九
日
ま
で
新
潟
）

▽
全
国
火
災
予
防
運
動
（
十
二
月

　
二
H
ま
で
）
敦
青
キ
ャ
ン
プ
講

　
習
会
（
二
十
七
日
ま
で
彌
彦
）

‘せ

清
い
票
積
つ
て
よ
い
国
よ
い
政
治
ー
ー

揃
ぞ
投
票
し
ま
し
ょ
う

11

　
日
本
の
政
治
の
方
向
を
決
め
る
衆

議
院
議
員
選
挙
は
最
高
裁
裁
判
官
の

国
民
審
査
と
同
時
に
十
一
月
二
十
日

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
終
戦

後
初
め
て
の
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙

等
が
行
わ
れ
て
か
ら
八
回
目
．
孤
、
」
す
。

　
有
権
者
の
政
治
へ
の
関
心
は
総
選

挙
の
回
を
重
ね
る
ご
と
に
全
国
的
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。
県
下
で
ぽ
昭
和

二
十
七
年
の
選
挙
を
境
に
し
て
急
激

に
上
昇
線
を
た
．
ど
り
、
常
時
八
十
％

以
上
と
全
国
、
平
均
を
上
回
る
投
票
成

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。
甲
す
ま
で
も

な
く
明
る
い
政
治
は
朋
る
い
選
挙
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
い

て
主
権
者
の
皆
さ
ん
が
一
票
を
、
行

月
20
日
は
投
票
日

使
し
て
そ
れ
《
＼
立
派
な
代
表
者
を

選
ぶ
わ
け
で
す
が
、
選
挙
違
反
の
な

い
き
れ
い
な
選
挙
で
よ
い
民
主
政
治

を．

確
宣
す
る
様
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

　
憲
法
に
よ
っ
て
私
達
の
権
利
義
務

が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
私
達
、

の
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
た
り
、

ま
た
不
当
な
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
り

す
る
乙
を
．
の
な
い
よ
う
に
、
憲
法
の

精
神
に
基
づ
い
て
良
識
あ
る
最
終
の

判
断
を
す
る
と
こ
ろ
が
最
高
裁
判
所

で
す
。
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
良

し
悪
し
は
私
達
の
牛
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
た
め
国
民
審
査
の

投
票
も
慎
重
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
よ
く
知
る
た
め
に
常

に
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
を
見
聞
し
正
し

い
審
査
を
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

投
票
は
こ
の
よ
う
に

　
選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
、
あ
ら
か

じ
め
配
布
を
受
け
た
入
場
券
を
持
参

し
所
定
の
投
、
票
所
に
行
き
投
票
し
ま

す
。　
代
理
投
票
と
は

輸
ぺ7／17／
よ
蓑．

弘

　
身
体
の
故
障
又
は
交
蕾
で
自
分
で

候
補
者
の
氏
名
を
書
け
な
い
方
は
投

票
用
紙
交
付
の
際
、
そ
の
旨
を
申
出

れ
ぱ
投
票
補
助
者
二
人
が
投
票
管
理

者
か
ら
指
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
投
票

し
た
い
候
補
者
の
氏
名
を
書
か
せ
自

分
で
投
．
票
箱
に
投
函
し
ま
す
。

　
点
享
投
票

　
投
票
用
紙
の
変
付
を
受
け
る
際
、

点
字
投
票
し
た
い
旨
甲
し
出
て
点
、
字

∂憲，
猫

犀
孤
し
繕
さ
k
○

製
歌
く
見

廷

用
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
投
票

す
る
。

　
投
票
用
紙
の
記
載
は

　
衆
議
院
議
員
選
挙

　
一
八
一
票
、
候
補
者
一
人
を
記
載

す
る
。

　
最
高
裁
国
民
審
査

　
一
人
一
票
、
八
名
の
裁
判
官
の
氏

名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
八

名
の
う
ち
や
め
さ
せ
た
い
者
が
あ
れ

ば
そ
の
者
の
氏
名
の
上
の
欄
に
×
印

を
つ
け
ま
す
。
や
め
さ
せ
た
く
な
い

者
の
氏
名
の
上
に
は
何
も
密
か
な
い

で
下
さ
い
。
で
す
か
ら
全
部
や
め
さ

せ
た
く
な
い
方
は
臼
紙
の
ま
、
投
票

さ
れ
る
わ
け
で
す
。
×
印
以
外
の
印

と
か
字
を
書
く
と
無
効
投
票
に
な
り

ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
住
所
移
転
老
の
投
票

　
選
挙
人
名
簿
の
調
製
期
日
後
、
当

市
の
区
域
外
に
住
所
を
移
し
た
方
で

移
転
地
で
は
三
カ
月
の
住
所
要
件
が

備
ら
す
、
補
充
名
簿
に
登
録
で
き
な

い
方
は
当
市
の
投
票
所
で
投
票
し
ま

す
。
但
し
移
転
し
て
現
住
所
の
市
町

村
の
補
充
名
簿
に
登
録
し
た
と
き
は

そ
の
現
任
所
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
選
糞
日
投
票
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
不
任
投
票
が
で

き
ま
す
。

☆今年いちばんの働き手

　　　　　　　（勤労感謝の日一23日）
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不
在
者
投
票
は
ど
の
よ
う
に

す
る
か

　
選
挙
八
は
選
挙
の
当
日
投
票
所
に

行
っ
て
投
稟
す
る
ご
と
の
で
き
な
い

（
つ
ぎ
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

る
）
も
の
は
、
そ
の
事
田
の
証
胡
書

を
持
っ
て
選
挙
の
前
日
ま
で
に
所
定

の
孚
続
き
を
紬
て
不
任
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ω
市
外
に
お
い
て
職
務
又
峠

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
よ
う

な
場
合
。難講1鞠II卸II』iil茎II蓬灘纏1

つてきます。各家庭でもそれぞれ冬1くことのできない’大切な食物ですが

ごもりの準備に忙しく・台所をあすiここかしこの小川に野沢菜が積まれ

かる主婦たちはいまつけな洗いに※　　るとひとしお初冬を感じさせます・

　　　　　　　　　（写真は下条地内所見）

（
選
挙
関
係
職
務
従
事
者
は
所
属
投

票
区
の
区
域
外
で
職
務
反
は
業
務
に

従
事
中
で
あ
る
よ
う
な
場
合
）
こ
の

場
合
の
職
務
、
業
務
に
係
る
官
公
署

会
社
、
事
務
所
、
そ
の
他
こ
れ
に
準

す
る
も
の
の
長
（
榮
務
主
）
憂
は
そ

の
代
理
人
の
証
明
書
。

図
や
む
を
得
な
い
用
務
叉
は

事
故
の
た
め
市
外
に
旅
行
中

叉
は
滞
在
中
で
あ
る
よ
う
な

場
合
。

　
こ
の
場
合
①
業
主
夏
は
そ
の
代
理

人
②
医
師
、
歯
科
医
帥
、
助
産
婦
③

住
所
地
の
市
町
村
長
④
旅
行
先
、
滞

在
地
の
市
町
村
長
の
証
明
書
。

⑧
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不

具
、
お
産
の
た
め
歩
く
こ
と

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合

叉
は
監
獄
、
少
年
院
に
収
容

中
で
あ
る
よ
う
な
場
合
。

　
こ
の
場
合
①
医
師
、
歯
科
医
師
、

助
産
婦
②
監
獄
長
、
代
用
監
獄
の
管

理
者
③
少
年
院
畏
の
証
明
書
。

㈲
別
に
定
め
ら
れ
た
地
域
に

居
住
中
或
は
滞
在
中
又
は
職

務
業
に
従
事
中
で
あ
る
よ
う

な
場
合
。

　
不
在
者
投
票
の
や
り
方

イ
、
市
内
で
や
る
場
合

　
選
挙
人
自
身
で
当
該
畠
田
証
朋
書

を
持
参
し
て
、
各
地
区
の
出
．
張
所
に

行
き
、
投
票
用
紙
を
諸
求
し
て
そ
の

場
で
投
票
す
る
。
（
印
鑑
持
参
）
ロ
、

市
外
で
や
る
場
合

　
既
に
市
の
区
域
外
に
旅
付
中
、
女

耀

は
滞
任
中
の
方
は
当
該
串
由
の
証
明
　
入
場
券
は
去
る
七
日
ま
で
全
戸
に
配

轡
を
添
付
し
て
、
郵
送
で
投
票
用
紙
　
付
済
み
で
あ
り
ま
す
が
、
有
権
者
で

等
の
請
求
を
当
市
の
選
挙
管
理
．
委
員
　
ま
だ
受
取
ら
な
い
方
は
市
役
所
亙
は

会
委
員
畏
宛
に
す
る
。
こ
の
郵
便
を
出
張
所
に
早
ぐ
申
出
て
下
さ
い
。
選

受
付
る
と
当
市
の
選
挙
管
理
委
員
畏
　
挙
人
名
簿
に
登
載
の
な
い
方
は
投
票

は
直
ち
に
投
票
用
紙
、
不
在
者
投
票
　
は
で
き
ま
せ
ん
。

用
封
筒
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を
一
　
　
　
　
ー
ー
、
i
，
ト
ー
、
、

括
同
封
し
て
本
人
に
郵
送
し
ま
す
か
　
造
林
者
の

ら
、
選
挙
人
は
速
や
か
に
旅
行
先
叉
　
皆
さ
ん
へ

は
滞
在
地
の
市
町
村
役
場
、
選
挙
管
　
　
植
林
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
植

理
事
務
所
に
行
っ
て
郵
送
さ
れ
た
投
　
付
の
準
備
は
終
り
ま
し
た
か
。
植
付

票
用
紙
、
不
在
者
投
票
用
封
筒
、
不
　
に
当
っ
て
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し

在
者
投
粟
証
明
書
伍
中
と
あ
る
封
筒
　
て
緑
の
住
み
良
い
郷
土
を
造
り
ま
し

を
そ
の
ま
ま
提
示
し
、
そ
の
市
冊
村
　
よ
う
。

の
指
爪
に
従
っ
て
そ
こ
で
投
票
を
行
　
◎
苗
木
は
到
着
後
速
に
包
を
と
い
て

う
。
こ
の
投
票
は
そ
こ
の
選
管
で
当
　
流
水
で
根
を
漫
し
ま
し
よ
う
。

市
に
郵
便
で
送
り
返
さ
れ
て
き
ま
　
◎
仮
植
は
水
揚
後
、
造
林
地
に
近
い

す
。
滞
在
地
の
居
所
廼
勝
手
に
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
当
り
の
少
い
日
蔭
に
し
ま
し
よ
う

し
て
自
分
で
送
り
返
す
と
無
効
に
な
　
◎
植
付
用
苗
木
は
・
常
に
乾
燥
防
止

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
轄
に
根
は
強

ハ
、
指
定
病
院
等
で
や
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
光
線
及
び
風
に
当
て
な
い
よ
う
に

　
入
院
入
所
中
の
方
は
そ
の
長
に
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
し
よ
う
。

出
る
と
そ
の
長
か
ら
当
市
選
挙
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
植
付
は
無
風
の
曇
天
巫
は
雨
降
り

委
員
会
、
委
員
長
宛
代
理
請
求
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
に
や
り
ま
し
よ
う
。

く
れ
ま
す
。
こ
の
請
求
に
よ
り
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
植
付
は
深
め
に
堀
り
、
石
や
木
の

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
か
ら
そ
の
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
、
雑
草
を
除
き
、
て
い
ね
い
に
植

指
示
に
従
っ
て
所
定
の
所
で
投
票
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
け
ま
し
よ
う
。

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
植
付
の
際
の
根
ぶ
み
は
特
に
強
く

　
入
場
券
は
届
き
ま
　
　
や
り
ま
し
よ
う
・

　
し
た
か
　
　
　
　
　
　
な
お
、
林
業
経
営
の
相
談
は
最
寄

　
今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
　
り
の
林
業
改
良
指
導
員
へ
。

一
基
本
選
蝶
纏
．
縦
覧
」

本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
　
に
使
わ
れ
る
も
の
で
今
回
の
補
充
選

た
基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
十
九
　
挙
人
名
簿
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
か

日
ま
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
明
年
一
　
ら
ご
注
意
下
さ
い
。

ヵ
年
間
に
実
鹿
さ
れ
る
選
挙
の
た
め
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轟
　
鱗

“
て
お
り
ま
す
が
、
実
現
性
の
見
通

（
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ザ
　
　
　
　
（
一
体
育
ク
ラ
ブ
員
）

～
　
〔
お
答
え
〕
厚
生
体
育
舘
の
建
築

副
に
つ
き
ま
し
て
は
、
春
以
来
そ
の

（
資
金
の
全
額
を
厚
生
年
金
積
立
還

元
融
資
に
期
待
し
て
関
係
機
関
を
”

通
じ
運
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
実
曜

現
性
と
し
て
は
来
年
を
目
．
標
に
し
ハ

て
お
り
ま
す
。
叉
設
計
等
の
細
部
｝

に
つ
き
ま
し
て
は
市
内
の
有
識
者
謎

を
集
め
専
門
委
員
を
設
け
充
分
検
ザ

討
し
総
合
体
育
舘
と
し
て
全
市
民
｛

か
ら
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
設
甲

計
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
（
市
長
塞
）
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年賀はがき発売　おなじみの深いお年

玉つき年賀はがきが11月15日から発売される

ことになりましたが、本年も昨年同様4円と

5円（1田寄付金付きのもの）の2種類でどちら

にもくじがつきます。

今月は所得税所得税第2期分の納
2期の納期税が1明1日から始
つて納期が30日限りとなっております。毎年

のことですが今月は国税では所得税第2期、

県税では事業税第2期の納税の月でそれぞれ

納期が重なり納税者の皆さんにご苦労な月で

ありますが11月30日までに完納されるようお

願い致します。ご自分で納められるときは税

務署から送付された納付書により最寄りの銀

行か郵便局叉は税務署の窓口に納めて下さい

（納付書は銀行と郵便局の窓口に用意してあ

ります。）万一経済事情の変動や災害の発生、

その他の事情によって11月1日の現況で計算

した申告納税見積額が第1期分の予定納税額

の計算の基礎になった予定納税基準額に比べ

て、多額に減少することとなる場合には、修

正申告をすることができます。これは税額の

増加が確定申告にしわよせになるのを防ぐた

めの手続きです。また新たに商業、工業など

の事業を開始しその所碍の見積金額が扶養控

除（第1人目7万円、第2人目以下3万円と）基礎

控除（9万円）の合計額を越えることとなる場

合には予定申告をしなければなりません。鷺

聴覚障害者耳が聞えずよく言葉
の更生相談がし噂べれない人、
顔面に火傷やケガのあとがあったり、兎唇で

悩んでいる人がありましたらお気軽に相談さ

せて下さい。　　「相談の日時と場所」

　　日時11月25日

　　　　受付　午前8時半より午後2時まで

　　　　相談午前9時より午後4時まで

　場所　十日町公民舘

相談担当者は県立十日町病院

　　　耳鼻科医長金野克　十日町市社

　　　会福祉事務所係員　十日町市社

　　　会祉福協議会係員

「相談の内容」

　◎耳の病気・耳がよく聴えない、

　◎言語機能障害よくし◎べれない。
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1
農
業
振
興
策
の
市
長
諮
間
i

十
二

月
中
旬
に

市
農
業

　
十
日
町
市
農
業
委
員
会
で
は
「
本

市
に
お
け
る
農
業
振
興
推
進
上
の
問

題
点
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
」
と
い

う
村
山
市
長
か
ら
の
諮
問
に
対
し
て

去
る
十
【
月
七
日
都
会
長
会
議
を
開

き
答
申
案
作
成
方
針
と
基
不
的
事
項

を
総
会
で
は
か
っ
た
後
十
二
月
中
印

を
目
標
に
甫
擬
”
に
対
し
て
答
申
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
山
市
長
の

農
業
振
興
に
対
す
る
諮
間
は
自
然

的
、
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
ざ
る
瓜
市

農
業
に
っ
い
て
特
に
そ
の
構
造
、
指

導
機
構
の
闘
題
そ
の
他
幾
多
の
問
題

点
な
ど
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
の
意

見
を
求
め
よ
う
と
い
う
も
の
6
そ
の

具
体
的
内
容
は

①
畜
産
振
興
に
つ
い
て
と
る
べ
き
方

策②
土
地
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
緊
急

答
申
委
員
会

　
に
と
る
べ
き
方
策

　
③
畑
作
振
興
に
つ
い
て
の
重
点
方
策

　
④
林
藁
振
興
に
つ
い
て
の
方
策

　
⑤
稲
作
経
営
に
つ
い
て
の
安
定
方
策

　
の
各
項
目
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

　
十
日
町
而
農
業
委
員
会
で
は
今
月
十

六
日
総
会
を
開
催
し
て
答
申
案
作
成

方
針
と
基
本
的
事
項
を
決
め
、
二
十

日
過
ぎ
か
ら
各
地
域
毎
に
集
会
を
開

き
各
地
区
の
窓
見
を
集
約
し
て
こ
の

結
果
に
よ
り
農
藁
振
興
部
会
で
そ
の

骨
子
を
作
り
総
会
で
議
決
し
た
後
答

申
す
る
と
い
う
段
販
り
で
準
備
中
で

す
が
、
各
地
域
毎
の
集
会
で
は
地
域

の
農
業
委
員
、
ク
ラ
ブ
団
体
、
農
事
連

絡
員
、
改
良
ク
ラ
ブ
代
表
な
ど
の
参

集
を
得
て
意
見
を
聞
き
集
約
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
答
申

期
日
は
十
二
月
中
旬
頃
に
な
る
見
込

で
す
。

及
學
務
所
と
市
産
業
課
立
ち
会
い
で

番
査
の
結
果
つ
ぎ
の
と
お
り
成
績
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
「
金
南

風
」
が
上
位
を
占
め
昨
年
に
引
続
き

市
内
四
日
町
の
高
田
己
之
治
さ
ん
が

反
当
四
石
九
斗
五
升
五
合
（
七
四
二

・
九
六
’
）
を
収
穫
し
て
見
事
一
位

昭
和
三
十
五
年
十
日
市
米
多
収
穫
共

進
会
審
査
成
績

　
　
個
八
出
品
の
部
出
品
点
数
五

　
　
五
点
　
二
次
審
査
二
二
点

反
当
四
石
九
斗
（
拙
裡
匿
）

　
　
　
　
　
四
日
町
の
高
田
さ
ん
連
続
一
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
収
穫
共
進
会

昭
和
三
十
五
年
十
日
町
市
米
多
収
　
穫
共
進
会
は
こ
の
ほ
．
乙
農
業
改
良
普

三
十
五
年
度
国
勢
調
査

　
　
　
　
　
船
四
－
一

　
十
月
一
日
現
任
で
行
わ
れ
ま
し
た

国
勢
調
査
に
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
え
ま
し
て
無
寧
県
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
　
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
以
来
五
年

乙
と
に
実
鹿
さ
れ
市
の
八
口
は
年
々

多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
三

十
年
八
口
四
二
、
八
四
八
人
に
対
し

今
回
の
国
勢
調
査
人
口
は
四
二
、
二

離
灘
鶴
謹

韓
議
鱗
灘

、
ロ
］
O
O
人

O
O
人
β
概
数
）
で
昭
和
三
十
年
よ

り
約
六
〇
〇
人
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
減
少
は
主
に
吉
田
、
下
条

等
の
山
間
部
の
農
藥
人
口
で
最
近
に

於
る
経
済
の
進
展
に
よ
り
大
都
市
の

企
業
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
結
果
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
各
地
区
の
世

帯
人
口
概
数
を
記
載
し
ま
し
た
。

昭和35年国勢調査世帯人口概数
　　　　　　　　　　　　（35．10。且）
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町
条
治
箇
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計

地
㎜
相
中
川
六
吉
下
一
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四日町
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に
決
り
十
一
日
市
役
所
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
十
月
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
一
』
と

　
こ
と
し
の
市
内
に
お
け
る
法
定
伝

染
病
の
発
生
は
赤
痢
が
ほ
と
ん
ど
で

去
る
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
十
カ
月

の
発
生
状
況
を
み
る
と
患
者
数
九
十

五
名
う
ち
赤
痢
九
十
三
名
、
疫
痢
一

名
、
小
児
麻
痺
一
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
．
月
別
に
見
ま
す
と
暮
及
の
七

月
が
一
番
多
い
で
す
が
赤
痢
は
真
冬

で
も
発
生
い
た
し
ま
す
か
ら
充
分
に

気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
冥
、
地
区
別

鮒

噺

　
　
　
　
　
　
郷
土
民
芸
・
叩

　
　
　
　
　
　
を
育
て
よ
う

　
　
　
　
　
十
日
町
市
内
で
写
夏
で
ご
ら
ん
の

　
　
　
　
よ
う
に
民
芸
品
が
作
ら
れ
て
お
り
ま

　
　
　
、
す
。
最
近
は
各
地
と
も
こ
う
し
た
郷

　
　
　
　
土
民
芸
品
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
お
り

　
　
　
　
ま
す
が
、
十
日
町
市
内
で
も
郷
土
色

　
　
　
　
豊
か
な
風
物
、
人
形
な
ど
の
工
芸
品

　
　
　
　
が
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
磁
、
・
．
は
こ

　
　
　
　
れ
ら
民
芸
品
を
雪
ま
つ
り
や
そ
の
他

　
　
　
　
の
機
会
に
売
出
す
べ
く
対
策
に
懸
命

　
　
．
轍
．
で
す
が
皆
さ
ん
の
ご
援
助
と
協
力
を

黙
　
　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。
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皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

で
95
名

し
の
赤
痢

　
で
は
吉
田
が
四
十
九
名
で
最
も
多
く

　
次
い
で
中
条
の
十
二
名
、
下
条
十
一

　
名
、
川
治
、
十
日
町
が
そ
れ
ぞ
れ
十

　
名
、
六
箇
が
三
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

難
灘

雛

愚
籔

て
く
だ
さ
い
ね
。
高
校
に
な
っ
た

ら
、
お
手
紙
を
、
み
ん
な
に
く
だ
さ

い
ね
。
冬
は
ど
ん
な
に
さ
む
い
か
、

夏
は
ど
ん
な
に
、
あ
つ
い
か
も
、
お

し
え
て
く
だ
さ
い
。
ひ
で
お
さ
ん
が

ち
ょ
う
せ
ん
に
か
え
っ
て
し
ま
う
と

ま
た
、
い
つ
あ
え
る
か
、
わ
か
り
ま
せ

ん
ね
。
ひ
で
お
さ
ん
の
、
か
え
る
日

は
、
先
生
と
み
ん
な
で
、
え
き
ま
で
お

く
っ
て
い
き
ま
す
ね
．
さ
よ
う
な
ら
o

　
　
　
　
　
ノ

　
健
康
管
理
暖
い
日
中
は
な
る

　
べ
く
う
す
着
の
習
慣
を
つ
け
寒
さ

　
に
だ
ん
く
な
れ
て
い
く
よ
う
に

　
カ
ゼ
の
予
防
が
冬
の
健
康
の
も

　
と
。
ビ
タ
ミ
ン
A
が
不
足
す
る
と

　
カ
ゼ
を
引
く
と
い
い
ま
す
。
や
す

　
い
ホ
ー
レ
ン
草
は
ビ
タ
、
ミ
ン
A
の

　
王
者
だ
そ
う
で
す
。
急
に
か
ら
だ

　
を
袷
や
し
た
り
す
る
と
、
高
血
圧

　
や
神
経
痛
の
持
病
の
あ
る
方
は
禁

　
物
で
、
老
ハ
の
い
る
家
庭
で
は
特

　
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
幼
児
の
ジ
フ
テ
リ
ヤ
が
流
行
し

　
だ
す
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
す
．

　
　
勉
強
す
る
子
供
に
秋
の
学

　
校
行
事
も
ほ
と
ん
ど
終
っ
た
よ
う

　
で
す
。
子
供
た
ち
が
学
習
の
気
分

　
を
変
え
る
と
き
、
家
庭
内
の
空
気

　
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
心
く
ば
り

ん
が
た
い
せ
つ
で
す
。
た
と
え
ば
廊

｝デ

下
の
す
み
、
部
屋
の
一
部
を
カ
ー

テ
ン
で
仕
切
つ
て
や
つ
て
ひ
と
り

落
ち
つ
い
て
勉
強
で
き
る
場
所
を

つ
く
っ
て
や
る
と
た
い
へ
ん
効
果

的
で
す
。
環
堺
の
心
配
り
と
同
時

に
食
事
な
ど
に
も
気
を
つ
け
て
、

消
化
の
よ
い
暖
か
い
栄
養
の
あ
る

料
理
や
お
夜
食
を
用
意
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

正
月
用
の
ハ
ク
サ
イ
ハ
ク

サ
イ
の
つ
け
も
の
は
お
正
月
の
食

ぜ
ん
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
そ
の
お
い
し
い
つ
け
方
、

山
東
白
サ
イ
が
い
ち
ば
ん
つ
け
も

の
の
向
き
で
し
ょ
う
。
臼
く
て
つ

や
が
よ
く
押
し
て
み
て
し
ま
っ
て

い
る
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
少
汝

高
く
て
も
形
の
大
き
い
方
が
味
も

よ
く
た
く
さ
ん
つ
け
る
方
が
お

い
し
い
。
葉
の
間
に
ダ
シ
コ
ブ
、

赤
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
柿
の
皮
な
ど
を

は
さ
ん
で
つ
け
る
と
風
味
が
ま

し
ま
す
。
少
人
数
の
家
庭
で
は
三

移
ほ
ど
ザ
ク
ザ
ク
切
つ
た
切
り
づ

け
も
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
す
。

市
立
六
箇
小
学
校

　
　
　
め
で
た
く
竣
工
す

　
六
箇
地
区
の
父
兄
の
方
女
の
希
望

が
か
な
っ
て
六
箇
小
学
校
も
こ
の
ほ

ど
漸
く
竣
工
の
運
び
と
な
り
、
来
る

二
十
二
日
に
は
、
市
議
会
、
学
校
、

工
事
関
係
者
の
多
数
を
招
い
て
木
の

香
も
真
新
し
い
新
校
舎
に
お
い
て

竣
工
式
並
び
に
開
校
式
が
盛
大
に
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
よ
い
子
の
生
徒
達
は
一
日
も
早
く

こ
の
新
校
全
羅
の
授
業
を
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
お
り
ま
す
．

　
学
校
で
は
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を

意
義
深
い
も
の
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の

催
し
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
退
治
を
し

ま
し
よ
働
つ

　
十
一
月
十
日
か
ら
一
ヵ
月
間
ね
す

み
駆
除
運
動
が
県
下
一
せ
い
に
行
わ

れ
ま
す
。

で
も
ら
っ
た
。
本
を
読
ん
で
く
れ
た

人
は
だ
れ
だ
か
し
ら
な
い
が
、
読
ん

で
く
れ
る
よ
う
な
、
や
さ
し
い
人
が
、

も
っ
と
い
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
た

　
後
に
、
塙
保
己
一
と
言
う
、
り
っ

ぱ
な
学
者
に
な
っ
た
。
そ
の
最
後
の

所
を
読
ん
だ
時
、
自
分
が
学
者
に
な

っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
み
だ

が
で
そ
う
に
な
っ
た
。

塙
保
巳
一
の
よ
う
に
が
ん
ば
れ
ば

り
っ
ば
な
人
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
初
め
て
教

ら
れ
た
。

　
　
お
う
ち
の
こ
と

　
　
　
四
年
島
田
鈴
子

　
わ
た
し
の
、
う
ち
は
、
た
い
へ
ん

に
ぎ
や
か
で
す
．
お
か
は
さ
ん
は
、

朝
は
や
お
き
で
す
が
、
い
つ
も
お
と

う
さ
ん
に
お
こ
さ
れ
ま
す

　
そ
れ
で
お
か
あ
さ
ん
は
、
し
か
た

な
く
起
き
て
ご
は
ん
を
、
た
き
ま

す
。
で
も
い
ち
ば
ん
、
小
さ
い
じ
ゅ

ん
じ
ち
ゃ
ん
が
い
ち
ば
ん
、
は
や
お

き
で
す
。
で
も
、
い
ち
ば
ん
ね
ぼ
う

す
る
の
は
、
こ
う
い
ち
で
す
。
朝
わ

て
、
だ
い
た
い
七
時
十
五
分
δ
ろ
に

　
い
つ
で
ホ
，
・
、
起
き
ま
す
。
朝
起
き
て

　
乙
は
ん
を
、
た
べ
る
と
、
こ
う
い
ち

た
し
セ
ち
が
、
さ
は
ん
を
、
お
や
レ

　
ね
ず
み
の
語
源
は
ぬ
す
み
か
ら
き

た
と
い
わ
れ
ま
す
が
ね
す
み
は
人
間

生
活
の
身
近
な
寄
生
動
物
と
し
て
各

種
伝
染
病
の
媒
介
、
貯
蔵
食
糧
の
食

害
、
農
作
物
の
被
害
、
衣
類
、
家
具

等
の
破
損
な
ど
全
国
で
ざ
っ
と
一
千

億
円
、
新
潟
県
で
は
二
十
億
円
と
い

う
莫
大
な
額
に
上
る
被
害
を
知
ら
す

知
ら
す
の
う
ち
に
あ
た
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
被
害
が
目
に
み

え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
と
も
す
れ
ば

不
愉
快
な
気
分
の
ま
＼
で
見
過
し
て

い
ま
す
。
放
っ
て
お
け
ば
一
年
で

一
、
五
〇
〇
匹
に
も
増
え
る
ね
す
み

算
で
年
女
繁
殖
し
そ
の
被
害
も
増
加

す
る
一
方
で
す
の
で
、
こ
こ
三
年
来

県
、
市
町
村
、
住
み
よ
い
郷
土
建
設

協
会
の
音
頭
と
り
で
ネ
ズ
ミ
ク
ジ
を

発
行
徹
底
的
に
駆
除
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目
標
と
し

て
は
今
回
の
一
せ
い
駆
除
で
六
〇
％

の
八
百
万
匹
を
一
挙
に
駆
除
し
三
月

末
ま
で
九
〇
％
の
駆
除
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
が
、
期
間
中
、
県
で
は
全

県
的
な
実
践
活
動
を
普
及
奨
励
す
る

た
め
に
と
れ
た
ね
ず
み
と
引
換
え
に

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
テ
レ
ビ
、
ク
リ
ー

は
す
ぐ
、
外
に
で
て
、
遊
び
ま
す
。

ナ
ー
、
石
け
ん
三
年
分
な
ど
盛
り
沢

山
の
景
品
が
当
る
ネ
ズ
ミ
ク
ジ
八
十

万
枚
を
発
行
し
た
り
、
全
市
町
村
を

対
象
と
し
た
「
ね
す
み
駆
除
コ
ン
ク

丑
ル
」
　
（
一
等
一
万
円
と
厚
生
大
臣

杯
、
以
下
四
等
ま
で
）
の
葵
施
や
、

個
人
で
沢
山
と
っ
た
人
た
ち
の
「
ね

た
ば
こ
は
市
内
で

　
　
　
買
い
ま
し
よ
う

二
年
田
口
恵
一

　
林
ひ
で
お
く
ん

　
ち
ょ
う
せ
ん
の
、
学
校
へ
い
っ
た

ら
、
し
っ
か
り
べ
ん
き
ょ
う
し
て
く

だ
さ
い
ね
。
ち
ょ
う
せ
ん
は
、
さ
む

い
で
し
ょ
う
ね
。
ひ
で
お
く
ん
は
、

か
ら
だ
が
、
よ
わ
い
で
す
か
ら
、
か

ぜ
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
ち

ょ
う
せ
ん
の
、
お
友
だ
ち
が
、
早
く

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
ひ
で
お
く

ん
は
、
早
く
ち
ょ
う
せ
ん
さ
を
、
お

ぼ
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
雨
が
ふ
っ
て

ば
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
ね
。

ご
は
ん
を
た
べ
す
ぎ
て
、
お
な
か
を

こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
、
し
ま
し
よ
う

ね
。
ち
ょ
う
せ
ん
に
い
っ
た
ら
、
十

日
町
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
ね
。
さ
よ
う
な
ら
。

　
　
二
年
島
田
久
美
子

　
ひ
歪
お
さ
ん
、
ち
ゃ
う
せ
ん
に
か

え
る
の
で
、
さ
み
し
い
で
す
。
十
日

町
小
学
校
の
あ
た
ら
し
い
学
校
に
入

れ
な
い
で
、
ざ
ん
ね
ん
で
す
ね
。
も

し
あ
た
ら
し
い
学
校
が
で
き
て
い
て

北
鮮
に
か
え
る
友
へ

も
雪
が
ふ
っ
て
も
、
学
校
を
休
ま
な

い
よ
う
に
ね
。
ひ
で
お
く
ん
、
一
人

で
、
雪
だ
る
ま
を
、
作
っ
て
あ
そ
ぶ

の
が
す
き
で
す
か
。
ち
ょ
う
せ
ん
の

子
ど
も
た
ち
は
、
雪
が
っ
せ
ん
を
し

ま
す
か
。
冬
に
な
る
と
、
さ
む
く
て

そ
と
へ
出
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
冬
の
さ
む
い
時
の
、
お

ん
ど
や
、
夏
の
あ
つ
い
時
の
お
ん
ど

は
ど
の
く
ら
い
で
し
よ
う
。
ち
ょ
う

せ
ん
の
子
ど
も
に
、
い
じ
め
ら
れ
て

も
な
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

ね
。
ち
ょ
う
せ
・
几
で
、
　
あ
ん
ま
り
ψ
の

し
ゃ
し
ん
が
あ
れ
ば
ち
ょ
う
せ
ん
に

も
っ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
の
こ
と
を

思
い
出
せ
ま
す
ね
。
こ
の
前
に
先
生

と
山
へ
見
に
い
っ
た
と
き
は
、
一
か

い
を
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ぶ
ん
か

さ
い
の
と
き
、
あ
た
ら
し
い
学
校
の

も
け
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
先
生
が

ひ
で
お
さ
ん
に
、
し
め
、
し
ん
を
お
く

っ
て
や
る
そ
う
で
す
か
ら
そ
し
た

ら
、
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
、
思
い

出
し
て
下
さ
い
ね
。
ひ
で
お
さ
ん
、

ち
ょ
う
せ
ん
に
い
っ
た
ら
一
ば
ん
だ

い
す
き
な
、
お
友
だ
ち
を
、
お
し
え

塙
保
己

読
ん
で

山
ハ
年
島

一
を

田
　
正

　
目
の
見
え
な
い
辰
之
助
は
、
「
ぼ

く
だ
っ
て
が
ん
ば
れ
ば
、
え
ら
い
学

者
に
な
れ
る
の
だ
。
」
と
言
う
言
葉

に
思
わ
す
う
な
す
い
て
し
ま
っ
た
。

い
く
ら
生
活
が
貧
し
く
て
も
そ
の
上

大
切
な
目
が
見
え
な
く
て
も
辰
之
助

の
心
の
中
は
希
望
で
、
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
と
思
う
．

　
あ
る
日
友
だ
ち
と
、
く
の
拾
い
に

い
っ
た
時
、
目
が
見
え
な
い
の
に
、

い
っ
し
よ
う
け
ん
め
い
拾
っ
た
の

で
、
友
だ
ち
に
ま
け
な
い
く
ら
い
拾

っ
た
所
な
ど
、
辰
之
助
が
、
か
ん
ば

り
や
だ
と
言
う
こ
と
が
、
よ
く
表
れ

て
い
る
レ
’
患
う
。

　
．
辰
之
助
が
十
三
才
の
時
に
は
、
も

う
、
あ
ん
ま
の
先
生
の
、
で
し
に
な

っ
て
働
い
た
ご
と
に
は
、
お
ど
ろ
い

た
．
あ
ん
ま
を
し
な
が
ら
の
、
あ
い

だ
で
も
、
本
を
読
ん
で
い
る
人
が
い

る
と
、
急
き
、
そ
ば
に
行
っ
て
じ
っ

と
耳
を
す
ま
し
て
聞
い
て
い
る
こ
と

・
ワ
ク
ご

　
　
　
0
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に
は
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。

　
あ
る
時
、
辰
之
助
が
お
や
し
き
の

お
く
か
ら
本
を
も
ら
っ
た
時
、
ぼ
く

は
・
ふ
し
ぎ
に
、
う
れ
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
辰
之
助
は
い

つ
も
本
を
も
っ
て
歩
き
、
字
の
読
め

る
八
に
台
う
と
、
本
を
出
し
て
読
ん

わ
た
し
た
ち
は
、
乙
は
ん
が
、
お
わ

る
と
、
じ
か
ん
ひ
ょ
う
を
、
あ
わ
せ

た
り
、
こ
た
つ
に
、
は
い
っ
て
い
た

り
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
よ
う
び
の

日
と
て
も
、
う
れ
し
く
て
、
た
の
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、
そ
の
日
雨
が
、
ふ
れ
ば
だ

め
で
す

　
そ
れ
は
、
に
か
い
の
う
ち
の
人
た

ち
が
、
ひ
っ
こ
し
を
、
す
る
か
ら
で
す

　
わ
た
し
た
ち
は
、
お
ね
え
さ
ん
と

て
つ
だ
い
す
る
の
で
す
．
「
は
や
く

あ
し
た
が
こ
な
い
か
な
あ
」
と
、
い

つ
ま
で
も
ま
つ
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
に
か
い
の
お
ば

さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
な
に
か
も
ら

わ
れ
ま
す
。

　
で
も
、
も
ら
わ
な
く
て
も
、
い
い

ん
で
す
。
お
ば
さ
ん
の
う
ち
は
、
す

ぐ
ち
か
く
な
の
で
、
い
つ
で
も
あ
そ

び
に
い
け
ま
す
。

　
き
の
う
て
る
よ
ち
ゃ
ん
の
、
う
ち

歪
ふ
ろ
に
、
は
い
り
ま
し
た
。
て
る
よ

ち
ゃ
ん
の
う
ち
は
ま
だ
し
た
の
ほ
う

し
か
、
た
た
み
が
、
ひ
い
て
あ
り
ま
せ

系
。
で
も
な
が
し
の
水
は
で
る
し
、
こ

た
つ
も
し
て
あ
り
ま
す
。
で
．
る
よ
ち

辛
ん
は
、
わ
た
し
の
う
ち
に
く
る
と

ず
み
と
り
チ
ャ
ン
ビ
オ
ン
コ
ン
ク
監

ル
」
　
（
チ
ャ
ン
ビ
オ
ン
五
千
円
以
下

十
傑
ま
で
）
な
ど
全
県
的
に
一
斉
駆

除
運
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
か
つ
効
果
的

に
な
さ
れ
る
よ
う
に
か
す
か
す
の
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
捕
獲
し
た
ネ
ズ
ミ
は
各
冊
内
衛

生
組
合
長
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
確
認

を
得
る
こ
と
。

船
坂
に
公
衆
電
話

＝
一
四
一
四
番

　
南
内
六
箇
船
坂
部
落
に
こ
の
ほ
ど

羅、

村
公
衆
電
話
が
入
り
十
一
日
か
ら

開
通
し
ま
し
た
。
番
号
は
三
四
一
四

番
で
す
。
電
話
の
あ
る
場
所
は
同
部

落
の
徳
永
泰
敏
さ
ん
方
で
す
。

け
ん
か
を
、
し
て
な
か
さ
れ
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
、
て
る
よ
ち
ゃ
ん

の
う
ち
に
い
く
と
じ
ゅ
ん
じ
と
け
ん

か
を
し
て
、
ご
ん
だ
、
じ
ゅ
ん
じ
が

な
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
ん
な
に
あ
ば
れ
ん
ぼ
う

が
い
て
は
、
お
か
あ
さ
ん
も
、
か
な

い
ま
せ
ん
．

　
わ
た
し
は
、
と
て
も
た
の
し
い
ご

と
、
だ
と
お
も
っ
て
、
い
ま
す
が
八

を
、
う
ち
の
中
に
、
い
れ
て
、
ぎ
ゃ

あ
ぎ
ゃ
あ
、
わ
あ
わ
あ
と
、
う
る
さ

く
し
て
、
あ
そ
ん
で
い
る
と
、
お
か

あさ

ん
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
帰
る
と

ね
え
さ
ん
や
わ
た
し
が
し
か
ら
れ
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
も
、
こ
ん

な
に
、
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
お
と
う
さ
ん
は
、
は
た
ら
き
に
い

く
の
で
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
い
つ
も

い
そ
が
し
そ
う
に
、
は
た
ら
い
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
学
校
か
ら

帰
る
と
、
し
ゅ
く
だ
い
を
、
し
ま
す

　
そ
れ
か
ら
わ
た
し
は
、
あ
そ
び
ま

す
が
、
お
か
あ
さ
ん
は
し
ご
と
が
な

い
と
、
に
か
い
の
こ
た
つ
で
、
し
ん

ぶ
ん
を
、
よ
み
ま
す
．

　
わ
た
し
は
、
と
て
も
、
お
か
あ
さ

ん
は
、
り
っ
ぱ
な
ん
だ
と
お
も
っ
て

い
ま
す
。


